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研究成果の概要（和文）：インドネシアやフィリピンでは急激な人口増加に対応するため食糧増産を急ピッチで
進めたが、生態系の劣化や災害リスクを高めた。農業の作物生産と生態系サービスの保全を両立させるための経
済手法として、生態系サービスを受益者から提供者に支払う「生態系サービス支払い」（PES）があり、この実
証研究をスマトラ島ランプン州のスカンプン集水域およびフィリピン・ルソン島・ラグナ湖集水域で実施した。
研究の結果、①PESの実施により農地からの土壌・栄養塩流出が大幅に削減されること、②PESによる経済的な支
援が農家の保全活動を大きく後押しすること、③環境認証制度がPESの普及に貢献しうることなどを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：This research examines the management of land-use system in the catchment 
area of Upper Sekampung, Indonesia and Laguna Lake area in the Philippines, with respect to the 
ecosystem health and resilience of the watershed. Schemes of payment for environmental services 
(PES) and eco-certification schemes where coffee farmers can voluntarily choose to comply with 
eco-friendly practices. An important key for policy advocacy in the future is by building up 
partnership the above mentioned tasks with locally organized leaders and major steakholders involved
 in land use changes affecting ecological risks at the landscape and regional level. It includes (1)
 awareness on ecological degraradtion, complex, diverse and specific local conditions, (2) 
observation based on scientific data collection and reporting system partly collected by local 
people, (3) identification of potential risks, analysis and evaluation, and (4) action by 
goverments, legislative actions, and science for community.

研究分野： 環境経済学
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１．研究開始当初の背景 
 東南アジアでは経済成長・人口増加による
食料需要の増大や、国際的な木材需要に対応
するため、森林伐採と農地への転用が続いて
きた。森林の減少と化学資材多用型の農業拡
大にともない、生物多様性の減少、河川の水
不足・水質の悪化、下流部における洪水リス
クの増大など、生態系サービスの劣化が深刻
となってきた。 
東南アジアの持続的発展にとって持続的

農林業と森林生態系サービスとを両立させ
ることは重要な課題である。その両者を両立
させる手段のひとつとして、アグロフォレス
トリー（混農林業）が近年注目を集めている。
アグロフォレストリーは、農地内で樹木と作
物を組み合わせて栽培することによって、農
産品・林産品の生産に加え、森林に由来する
さまざまな生態系サービスを安定供給する
ことが可能となる。ただし、アグロフォレス
トリーは一般的にローリスク・ローリターン
であり、その普及を促進するためには政策的
な介入あるいは経済的メカニズムの導入が
必要となる。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、アグロフォレストリー

普及のための経済メカニズムとして、生態系
サービス支払い（payment for ecosystem 
service：以下 PES と略）に注目する。これ
は生態系サービスの受益者から提供者への
自発的な支払い制度の総称であり、森林保
全・農地保全・水源地管理などの目的を達成
するための新しい政策枠組みである。 
発展途上国のうち中米・南米地域において

は比較的先行的に PES は採用されてきたが、
アジア諸国においては、PES は制度としては
依然黎明期にあり、効率的な施策となってい
ない。既存の PES の多くは（1）対象となる
生態系サービスが十分評価されていないこ
と、（2）特定の生態系サービスに特化してい
ること、（3）支払体系が硬直的であること、
などの問題を抱えており、十分な効果をあげ
ているとはいい難い。 
アジア諸国において、生態系サービスの特

徴あるいは森林・農業の事情は国・地域ごと
に大きく異なる。PES 制度をより普及させる
ためには、異なる地域での実態調査に基づく
比較分析が必要である。そこで本研究では、
インドネシアとフィリピンを対象として実
証研究を試みた。 
  
３．研究の方法 
 本研究では、インドネシアおよびフィリピ
ンの 2地域を対象として、社会的に望ましい
PES の水準を明らかにし、普及のため政策手
段の解明をめざそうとした。まず生態系サー
ビスの需要・供給を定量化することで、対象
集水域にとって望ましい生態系サービスの
水準を明らかにし、次にその水準の生態系サ
ービスを保全するために必要なPESの制度設

計をおこない、最後に制度を円滑に実施して
くための政策提言を試みた。 
本研究の主要研究項目とその分析方法は

以下の３点である。 
(1) 対象地域における生態系サービスの需

要と供給について、そして社会的に最
適な生態系サービスの水準の解明（生
態系サービスの需要・供給分析） 

(2) アグロフォレストリーの普及が対象地
域の生態系サービスの各機能にどの程
度貢献できるのかという、生態系サー
ビスへの影響評価 

(3) PES を効果的に実施するうえでの、各ス
テークホルダー（利害関係者）の役割
の分析（PES ガバナンス分析）。 

なお、生態系サービスの機能は多岐に渡
るゆえに、本研究では生態学的・水文学的
見地から優先度の高いものに着目し、（a）
生物多様性の保全機能（b）水供給（水源涵
養）機能（c）水質浄化機能（d）洪水調整
機能の 4機能を主な分析対象とした。 
本研究の対象地域はインドネシアのスカ

ンプン川流域（スマトラ島南部）と、フィ
リピンのラグナ湖流域（ルソン島南部）で
ある。この両地域を選択した主な理由は、
①不適切な農林業による森林面積の減少や
農業由来の面源汚染が顕著であること、②
河川・湖沼の水質悪化や下流部における洪
水の頻発など、生態系サービスの劣化と思
われる現象が顕在化していること、③対象
地域における研究実績が豊富な海外共同研
究者を得ていることである。 

 
４．研究成果 
 平成 26～28 年度の 3 か年の調査研究の全
体としての成果は、アグロフォレストリーへ
の土地利用の変更・転換という環境保全型の
土地利用によって生態系サービスにプラス
の影響がもたらされることを環境経済学・水
文学的見地から解明できたことである。 
第 2に、生態系サービスへの水文学的影響

と評価面では、調査対象となったインドネシ
ア・スマトラ島スカンプン川流域の上流部に
おいて、当該地域での土地利用の変化、耕作
体系の変更に伴う水源涵養機能、水質浄化機
能、洪水防止機能の改善効果について分析を
試みた。 
第 3 に、社会経済分析の結果、PES による

経済的な支援が農家の環境保全活動を大き
く後押ししうることを示唆するとともに、
PES の制度設計において生態系サービスの経
済評価が不可欠であることを指摘した。 
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